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地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）に係る共同首脳声明 

２０２５年１０月２７日、マレーシア・クアラルンプール 

 

１ 我々、地域的な包括的経済連携（ＲＣＥＰ）参加国（東南アジア諸国連合

（ＡＳＥＡＮ）構成国、オーストラリア、中国、日本、ニュージーランド及び韓国）

は、２０２５年１０月２７日、第５回ＲＣＥＰ首脳会議の機会にマレーシアのクア

ラルンプールに集まった。 

２ 我々は、予測可能性及び全ての貿易相手国に対する無差別を確保する、開かれ、

透明性があり、公平かつルールに基づく多角的貿易体制の基盤としての世界貿易機

関（ＷＴＯ）のルール及び原則へのコミットメントを再確認した。我々は、ＷＴＯ

を中核とする多角的貿易体制の枠組み内で追求される地域統合が、地域の経済的安

定性、強靱性及び長期的な繁栄にとって不可欠であることを強調し、ＷＴＯがその

全ての加盟国の利益をより良く実現することを確保するための野心的なＷＴＯ改革

の重要性を指摘した。 

３ 我々は、地域の経済統合と協力に資するＲＣＥＰの重要な役割を確認した。ま

た、現在の世界的及び地域的な経済・貿易の不確実性の中で、地域の経済的な強靱

性を強化することの重要性を深く認識している。この文脈において、地域の貿易と

成長の潜在力を最大限に引き出すための重要な一歩として、ＲＣＥＰ協定の完全か

つ効果的な実施を強化するという確固たるコミットメントを改めて表明した。 

４ 我々はまた、ＲＣＥＰ協定上の義務に不整合ないかなる措置も控えること、ル

ールに基づく自由で開かれた市場を維持すること、貿易の不必要な障壁を取り除く

こと、並びに全ての者のために貿易及び投資の円滑化をより促進することへのコミ

ットメントを再確認した。 

５ 我々は、公平な競争条件を確保し、国内及び地域の強力かつ強靱な成長を促進

する上での、ＲＣＥＰ協定及び国内改革の重要性を強調した。また、世界経済の不

確実性を緩和するため、域内の政府の取組が果たす不可欠な役割を認識した。 

６ これらの共通目標を達成し、地域的及びグローバルな課題に対して、本協定が

重要であり、かつ対応可能であることを引き続き確保するため、我々は閣僚及び事

務方に対し、以下の取組を強化するよう指示した。 

（１）ＲＣＥＰ協定の完全かつ効果的な実施を強化する。 

（２）ＲＣＥＰ協定のスタンダードが維持されることを確保しつつ、加入要

請エコノミーのＲＣＥＰ協定への加入手続を進める。 

（３）特に開発が後れたエコノミーにおける実施上の格差の縮小を図るとと

もに、気候変動、デジタル・トランスフォーメーション、サプライチェーン
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の脆弱性といった長期的かつ新たな課題に対処するため、ＲＣＥＰ経済協力

アジェンダを推進する。 

（４）効果的なＲＣＥＰ事務局の設置を通じて、ＲＣＥＰの機関を強化する。 

（５）公平な競争条件を確保し、国内及び地域の強力で強靱な成長を促進す

るため、２０２７年に予定されているＲＣＥＰ協定の一般的な見直しに向け

た準備を開始するとともに、ＲＣＥＰ協定の実施を加速するための議論を継

続する。これには、一致済みのアジェンダの前進や、現代的課題及び新たな

課題に関する規定を組み込む可能性の検討等を通じたＲＣＥＰの恩恵の拡大

によるものを含む。 

（６）ＲＣＥＰ協定の実施を支援し、経済協力アジェンダを推進する上で、

ビジネス等利害関係者の関与を得るとともに、これによりＲＣＥＰが包摂的

であり続けるよう確保する。 

７ 我々は、ＡＳＥＡＮ中心性に対する支持及び互恵的であり将来を見据えた開か

れかつ包摂的な地域経済統合の推進に対するコミットメントを改めて確認した。こ

のため、我々は、開かれた地域主義の精神に基づき、地域の経済的な強靱性を強化

するイニシアチブを歓迎した。 


